
　　　　　　　　  

  　　　　

経済コラム
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　私の経済コラムの執筆は、本号が最後の機会となり
ました。前職の日本銀行調査統計局・埼玉県経済総括
と合わせると、12年の長きにわたって埼玉県経済と向
き合ってきたことになります。

人口減少時代に突入した日本。地域経済の活力向
上のために、人口動態の重要性が強く意識され

るようになりました。埼玉県においても今後大幅な人
口減少が見込まれていますが、これを食い止めるため
には、何が大切なのでしょうか？　3つに纏めてみま
した。

1つ目は、言うまでもない話ですが、県内に働き場
所を増やすことです。近年、圏央道の開通を契機に、

大型物流施設や食品工場などの企業立地が相次ぎ、雇
用が増加しました。今後は、医療や航空などの先端産
業の誘致や地場企業の育成支援なども重要です。進出
企業が、地価や労働コストの安さよりも、従業員の安
定的な確保を重視する傾向にあることは、埼玉県に追
い風です。

2つ目は、暮らす街としての魅力を高めることです。
住む場所の選択には、趣味や家族の事情など多面

的な要素を考慮する時代になりました。「ベッドタウン
からリビングタウンへ」ということです。
　埼玉県には、首都圏の顔、地方都市の顔、農村や中
山間地域の顔などの多様な風景が近接している強みが
あります。その日の天気や気分次第で、大都会のオン
リーワンの魅力を味わったり、映画鑑賞やショッピン
グなどの身近な街遊び、自然の中でのハイキング、ゴ
ルフなど、日常生活の中に幅広い楽しみ方があります。
また、農林業を営みながら、子供は都会に通学すると
いった家族の多様なニーズにも対応できます。
　さいたま市は、住みたい街としての人気が近年急上
昇していますが、その一因として公立学校の教育レベ
ルの高さが支持され、実際に子育て世代が流入してい
る点は注目に値します。待機児童対策や医療費助成な
どの子育て支援策も成果を上げているのです。一方で、

ブランドや文化といったプラスアルファの魅力に乏し
い点は課題です。アートや遊びに軸足を置いた斬新な
拠点の新設を期待したいところです。

3つ目は、超過密都市からの脱出を図る東京都民の
受け皿になることです。先般のコロナ禍では、郊

外戸建住宅の人気が高まりました。感染防止策として
の三密回避や、テレワークの普及といった事情だけで
はありません。混雑が激しく、せわしない東京はもう
嫌だと言う人が増えてきたのです。郊外各地と競合す
る中で、こういう人たちにどうアピールするかが課題
となります。
　ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）が声
高に叫ばれる昨今ですが、仕事や用事がＤＸ化する程
に、人間は、“失われた何か ”を自由時間に求める筈で
す。それは、本物の自然であったり、マインドフルネ
スのような精神世界であったり、孤独感を癒す雑談ス
ポットなど、スローでアナログな場所に違いありませ
ん。そうした方面でのブームの急展開もあり得る気が
します。

人口予測は最も精度の高い将来推計だと言われま
すが、そのうちの「社会移動要因」（地域間の移

動による増減）に関しては、長い目で見れば、地域の
意志や戦略が強く反映されると感じます。
　その意味では、埼玉県には大きな期待が持てますが、
と同時に決して安泰ではないとも言えます。全国を見
渡すと、自分たちの街を自分たちで盛り上げようとす
る積極的な活動家が、よくメディアに登場します。地
元を盛り上げるのは、自治体や経済団体、地場有力企
業だけではなく、熱意溢れる住民パワーなのだという
ことを忘れずにいたいものです。
　最後にまた私事になりますが、これからも埼玉県と
は密に縁を保ちつつ生活します。今後とも、埼玉県の
経済発展を陰ながら願って、私の経済コラムを終えた
いと思います。ご愛読ありがとうございました。

活気ある埼玉県経済の将来に向けて
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　張子とは、和紙を型に張り重ね、乾燥させた後で型から抜き取り、

彩色をして作り上げたものである。ほんわかとした癒し系の形状

が、見る者の心を和ませる。原色を多用した鮮やかな色彩が引き

立つ。江戸時代からしっかりと受け継がれてきた伝統の技と慣習

が踏襲されている。

　定番は、招き猫やダルマ。

インバウンド観光客からも

大人気で、銀座やスカイツ

リーなどの土産物店からは

大量の注文が入ってくるそ

うだ。結婚、出産、節句、新築・

開店、就職・退職などの祝

い事の贈り物としても重宝

されている。

　手漉き、手張り、手書きと、

すべての工程が手作業。一

品ずつ形も表情も微妙に違

うのが面白い。お客様がデ

ザインしたものを作ることもある。会社のカラーに合わせて、ロ

ゴを入れて、その会社らしいモチーフを入れてと自由自在に作り

上げる。伝統工芸でありながら、その枠に収まらない自由奔放な

創作活動が当家の特徴でもある。張子人形の絵付け体験会も実施

している。世界にたった一つの作品に仕上げてみるのも貴重な宝

物になりそうだ。
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